
一 般 質 問市政について問う！

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
生

産
年
齢
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
本
市
は
、
さ
ら
な

る
企
業
誘
致
の
推
進
に
向
け
て
、
本
市
が

持
つ
地
理
的
優
位
性
や
交
通
利
便
性
な
ど

の
強
み
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

土
地
の
購
入
や
設
備
投
資
な
ど
へ
の
補
助

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
交
通

利
便
性
を
さ
ら
に
生
か
す
た
め
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
す
「
片
浜
池
田

線
沿
道
ゾ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
開
発
行
為
等
の
審
査
基

準
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
製
造
業
を
中

問答

心
と
し
た
企
業
の
進
出
需
要
に
対
応
で
き

る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
立
地
適
地
調
査
に
も
着
手
し
、
新
た

な
事
業
用
地
の
確
保
に
向
け
た
検
討
も
進

め
て
い
る
。
若
年
層
の
雇
用
機
会
の
創
出

に
向
け
て
は
、
若
年
層
の
就
労
割
合
が
高

い
Ｉ
Ｔ
企
業
等
に
対
す
る
事
務
所
開
設
な

ど
の
資
金
助
成
に
加
え
、
令
和
六
年
度
は

新
た
に
視
察
ツ
ア
ー
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。
今
後
も
、
多
く
の
企
業
の
進
出
に

対
応
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
企
業
の
事
情
に
寄
り
添
っ
た
伴

走
型
の
支
援
に
よ
り
、
多
く
の
企
業
誘
致

が
実
現
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

移住促進に向けた
企業誘致の取組は

井
原
　
三
千
雄

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｕ
２
０
５
０
の
取
組
は
。

生
活
環
境
部
長
／
本
市
は
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
、
事
業
者
の
省
エ
ネ

設
備
や
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
六
年
度
は
新

た
に
、新
築
の
事
業
所
や
住
宅
の
再
エ
ネ・

省
エ
ネ
設
備
導
入
等
に
対
す
る
補
助
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て

い
く
。本

市
の
環
境
教
育
に
つ
い
て
、
①
拡

充
の
考
え
は
。
②
周
知
方
法
は
。

生
活
環
境
部
長
／
①
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
の
よ
り

問答問答

一
層
の
理
解
と
主
体
的
な
取
組
を
促
進
す

る
た
め
、
環
境
教
育
の
拡
充
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
小
学

校
と
連
携
し
各
種
啓
発
事
業
や
、
事
業
者

向
け
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
習
会
等
を
継
続
し

て
実
施
し
て
お
り
、
令
和
六
年
度
は
親
子

環
境
教
室
等
に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え

る
こ
と
で
、
環
境
教
育
の
拡
充
を
図
っ
て

い
く
。
②
広
報
ぬ
ま
づ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
継
続
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
大
型
商
業
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
ブ
ー
ス
出
展
等
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
の
場

を
広
げ
、
よ
り
積
極
的
な
周
知
・
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

脱炭素社会実現に向けた
本市の取組は

渡
邉
　
博
夫

興
国
寺
城
跡
の
歴
史
的
価
値
に
対
す

る
本
市
の
認
識
と
、
将
来
的
な
整
備
活
用

の
見
通
し
は
。

教
育
次
長
／
興
国
寺
城
は
十
五
世
紀

後
半
に
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
初
期
の
廃
城
に
至
る
ま
で
の
重

層
的
な
歴
史
が
紡
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た

面
積
は
広
大
で
あ
り
、
全
て
を
一
度
に
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
六
年
度
に
策
定
す
る
整
備
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
順
次
、
天
守
台
周
辺
や
見
学

路
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
案
内
看
板
等
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
土
塁
・
曲
輪
な
ど

問答

の
復
元
作
業
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
後
は
、

地
元
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
が

楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
の
検
討
を
行
う
な

ど
、
歴
史
的
資
産
と
し
て
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。

興国寺城跡の　　　
整備と活用の取組は

佐
野
　
博
一

広
報
の
発
展
に
向
け
た
展
望
は
。

市
長
／
広
報
は
行
政
情
報
だ
け
で
な

く
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
よ
り
、
市
民
の

市
政
へ
の
理
解
と
信
頼
の
醸
成
、
自
発
的

な
参
画
を
促
す
ほ
か
、
市
内
外
の
人
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
近
年
の
情
報
技
術
の

進
展
や
価
値
観
の
多
様
化
、
都
市
間
の
競

争
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
全
体
の
広

報
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
六
年
度
は
、
若
手
職
員
を
中
心
と
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
提
案
に
基
づ

き
、
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
導
入
し
た
。

今
後
は
、
市
職
員
の
情
報
発
信
に
関
す
る

問答
※1

技
術
の
向
上
に
加
え
、
広
報
に
対
す
る
意

識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
視
点

を
広
報
に
活
用
す
る
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
広
報
に
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、

事
業
の
効
果
を
最
大
と
す
る
た
め
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
令
和
六
年

度
は
、
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
を
持
っ
た
広
報
を

テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

個
別
案
件
に
関
す
る
相
談
に
お
い
て
も
、

市
場
や
統
計
情
報
の
活
用
等
の
助
言
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

※2
問答

広報の質を向上させるための　　　
広報アドバイザーを活用した取組は

小
澤
　
　
隆

▲興国寺城跡の全景（上）と
伝天守台礎石（下）　　
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